
ロ
シ
ア
の
プ
ー
チ
ン
政

権
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

略
が
始
ま
っ
て
一
年
半
近

く
が
経
っ
た
。
ワ
グ
ネ
ル

の
「
反
乱
」
に
象
徴
さ
れ

る
よ
う
に
プ
ー
チ
ン
政
権

の
矛
盾
が
深
ま
っ
て
い
る

こ
と
は
確
か
だ
が
、
依
然
、

戦
争
終
結
の
見
通
し
は
た

た
ず
、
今
も
多
く
の
人
々

の
命
が
奪
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
戦
争
は
ウ
ク
ラ
イ

ナ
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
、

欧
米
諸
国
の
結
束
を
高
め

た
。
同
時
に
、「
民
主
主
義

対
専
制
主
義
」
と
い
う
価

値
観
の
対
立
を
強
調
す
る

バ
イ
デ
ン
政
権
の
姿
勢
は

世
界
の
分
断
を
広
げ
た
。

Ａ
・
Ａ
・
Ｌ
Ａ
諸
国
の

多
く
が
ロ
シ
ア
だ
け
で
な

く
欧
米
側
か
ら
も
距
離
を

保
っ
て
い
る
中
で
、
岸
田

政
権
の
欧
米
一
辺
倒
の
姿

勢
は
際
立
っ
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
言
い
な
り
で

中
国
・
北
朝
鮮
・
ロ
シ
ア

を
「
仮
想
敵
国
」
と
す
る

今回より山尾邦子さんとバトンタッチした、瓜生野（うりうの）と申します。故里の地
名をペンネームにしています。皆さんもどしどし御投稿下さい。歌会にも御参加ください。
歌をめぐっていろんな話が展開し、心も頭も活性化します。どうぞのぞきに来てください。

急かす如なだむる如く四十雀パソコン向かふ我を励ます
せ ごと ごと から

８月は休みです。９月の歌会は９月１１日(月)午後２時～４時半、府教育会館

ななめ横、ガットネロにて。９月４日(月)までに下記宛てにお送りください。

〒590-0143 堺市新檜尾台３－３－１３－４０３ 外山安隆

tel・fax ０７２-２９９-７０６４

先
進
国
の
仲
間
を
誇
っ
て
も

「
人
権
後
進
国
」
の
地
金
は
隠
せ
な
い

仲
森
明
正
（
渋
谷
）

敵
基
地
攻
撃
能
力
保
有
と

軍
拡
を
す
す
め
、
自
ら
が

議
長
と
な
っ
た
Ｇ
７
広
島

サ
ミ
ッ
ト
の
宣
言
で
も
「
価

値
観
の
共
有
」
を
強
調
し

た
。と

こ
ろ
が
、
Ｇ
７
の
中

だ
け
で
な
く
近
隣
ア
ジ
ア

諸
国
と
比
べ
て
も
、
日
本

の
人
権
保
障
や
多
様
性
の

尊
重
が
立
ち
遅
れ
て
い
る

こ
と
が
次
々
明
ら
か
に
な

っ
て
き
て
い
る
。

世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム

の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ

指
数
で
日
本
は
一
四
六
カ

国
中
一
二
五
位
と
最
低
ク

ラ
ス
だ
っ
た
。

先
日
閉
会
に
な
っ
た
通

常
国
会
で
は
、「
入
管
法
改

悪
」
が
強
行
さ
れ
、
超
党

派
で
合
意
し
て
い
た
「
Ｌ

Ｇ
Ｂ
Ｔ
理
解
増
進
法
案
」

も
差
別
を
助
長
し
か
ね
な

い
内
容
に
改
変
さ
れ
て
強

行
さ
れ
た
。

社
会
的
弱
者
や
子
ど
も

た
ち
の
権
利
、
個
人
情
報

を
守
る
権
利
を
無
視
し
て

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
や

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
な
ど
、

デ
ジ
タ
ル
化
が
強
引
に
す

す
め
ら
れ
て
い
る
。
労
働

者
の
権
利
も
蔑
ろ
に
さ
れ

て
い
る
。

政
治
体
制
や
価
値
観
・

文
化
の
違
い
を
尊
重
し
つ

つ
、
多
様
な
個
人
の
尊
厳

と
人
権
を
例
外
な
く
保
障

す
る
の
が
歴
史
の
本
流
だ
。

日
本
に
は
、
平
和
主
義

だ
け
で
な
く
人
権
の
面
で

も
先
進
的
な
日
本
国
憲
法

が
あ
る
。
し
か
し
、
市
民

の
闘
い
ぬ
き
に
憲
法
を
生

か
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

こ
の
間
も
、
不
同
意
性

交
等
罪
を
創
設
す
る
刑
法

改
正
、
同
性
婚
を
認
め
な

い
法
律
を
「
違
憲
」
と
す

る
判
決
、
性
的
少
数
者
の

ト
イ
レ
使
用
制
限
を
違
法

と
す
る
最
高
裁
判
決
な
ど
、

前
進
的
動
き
が
あ
っ
た
。

未
来
の
方
向
は
明
瞭
だ
。

日
時
：
８
月
２
４
日
（
木
）

１
２
時
半

受
付
開
始

１
３
時
１
５
分

対
局
開
始

場
所
：
府
教
育
会
館
７
階

７
０
５
号
室

（
府
高
教
書
記
局
前
）

対
局
方
式
：
ハ
ン
デ
ィ
戦

参
加
費

：
１
０
０
０
円

申
込
は
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
棋
力
を

記
入
の
う
え
、07

2
-8
7
7
-
0
35
9

ま
で
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

ま
た
は
、t

a
k
a
8
6
3
3
j
p
@
y
a
h
o
o
.
c
o
.
j
p

ま

で
メ
ー
ル
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

締
め
切
り
は
、
８
月
１
７
日
（
木
）

ご
不
明
な
点
は

0
9
0
-
9
6
9
2
-
7
4
9
0

永
野
ま
で
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大
阪
市
天
王
寺
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東
高
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町
七
ー
十
一
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７
Ｆ

大
阪
府
高
教
内

大
阪
府
立
高
等
学
校

退
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教
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員
の
会



６
月
の
総
会
で
新
し
く
幹
事
に
な

ら
れ
た
方
を
順
に
紹
介
し
ま
す
。

鶴
巻
重
治

（
清
水
谷
）

３
月
で
再
任
用
が
満
了
し
、

４
月
か
ら
完
全
に
無
職
で
す
。

昨
秋
か
ら
市
民
農
園
を
借
り
て

野
菜
作
り
を
し
て
い
ま
す
。
ダ

イ
コ
ン
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
ミ
ズ
ナ

は
収
穫
が
終
わ
り
、
い
ま
畑
に

あ
る
の
は
タ
マ
ネ
ギ
、
ニ
ン
ニ

ク
、
サ
ン
チ
ュ
な
ど
で
す
。
小

さ
い
頃
か
ら
植
物
が
好
き
で
、

農
業
高
校
に
進
学
し
よ
う
か
と

思
っ
て
い
た
ほ
ど
栽
培
に
興
味

が
あ
り
、
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

作
物
の
出
来
は
と
も
か
く…

。

４
月
の
統
一
地
方
選
。
在
住

の
奈
良
県
生
駒
市
会
議
員
選
挙

で
定
数
２
減
の
中
、
共
産
党
は

現
有
２
議
席
を
確
保
し
た
も
の

の
、
維
新
が
１
か
ら
、
得
票
１
、

２
位
を
含
む
３
議
席
に
増
え
ま

し
た
。
生
駒
市
長
は
非
維
新
現

職
が
維
新
新
人
を
大
差
で
下
し

ま
し
た
が
、
奈
良
知
事
は
維
新

候
補
が
勝
ち
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
大
阪
で
維
新
が
ど
れ
だ
け
悪

政
を
行
っ
て
き
た
か
を
知
る
身

と
し
て
は
、
不
可
解
な
思
い
で

す
が
、
マ
ス
コ
ミ
報
道
な
ど
で

判
断
す
る
人
は
、
ま
や
か
し
の

「
改
革
政
党
」
に
期
待
す
る
の

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
私
は
身
近

な
住
民
運
動
に
少
し
だ
け
貢
献

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

畑
山

卓

（
和
泉
総
合
）

数
え
て
み
る
と
退
職
し
て

７
年
目
に
な
り
ま
す
。
教
職

以
外
に
も
や
り
た
い
こ
と
が

あ
り
、
体
力
・
知
力
・
気
力

が
ま
だ
あ
る
う
ち
に
そ
れ
に

向
け
て
ス
タ
ー
ト
し
よ
う
と

思
い
55
歳
で
早
期
退
職
し
ま

し
た
。

退
職
後
は
、
マ
ル
タ
共
和

国
で
３
ヶ
月
間
の
語
学
留
学
、

約
９
ヶ
月
間
の
日
本
語
教
師

に
な
る
た
め
の
準
備
、
２
ヶ

月
半
の
ダ
イ
ビ
ン
グ
留
学

（
遊
び
）
な
ど
、
ワ
ク
ワ
ク

す
る
日
々
を
過
ご
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
公
的
機
関
か
ら
日

本
語
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
し
て
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
・
ジ
ャ
カ
ル
タ
の

高
校
に
７
ヶ
月
間
派
遣
さ
れ

ま
し
た
。

ジ
ャ
カ
ル
タ
で
の
生
活
は

素
晴
ら
し
く
、
大
き
い
も
の

で
し
た
。
パ
ワ
フ
ル
で
自
主

性
に
す
ぐ
れ
て
い
る
高
校
生

と
鷹
揚
な
先
生
方
と
の
触
れ

あ
い
、
一
緒
に
派
遣
さ
れ
た

仲
間
と
の
交
流
は
私
の
心
を

刺
激
し
っ
ぱ
な
し
で
し
た
。

任
期
を
終
え
帰
国
す
る
と

コ
ロ
ナ
の
緊
急
事
態
宣
言
が

発
出
さ
れ
、
国
内
外
で
の
日

本
語
教
師
の
仕
事
が
ま
っ
た

く
消
え
ま
し
た
。
そ
の
後
２

年
間
は
府
立
高
校
で
講
師
を

し
、
現
在
は
府
内
の
日
本
語

学
校
で
教
師
を
し
て
い
ま
す
。

元
気
い
っ
ぱ
い
。
こ
れ
か
ら

が
本
番
で
す
。

荻
野
成
人
（
淀
川
工
科
）

再
任
用
あ
と
1
年
で
き
ま

し
た
が
、
辞
め
て
完
全
退
職

し
ま
し
た
。
4
月
か
ら
、
当

面
は
地
方
選
で
少
し
動
い
て

い
ま
す
が
、
ス
ト
レ
ス
な
く

自
由
に
過
ご
し
て
い
ま
す
。

大
学
卒
で
す
ぐ
に
教
員
と

な
り
、
初
任
は
高
槻
の
新
設

2
年
目
の
普
通
科
高
校
。
新

採
6
人
と
講
師
も
合
わ
せ
て

10
人
ほ
ど
の
青
年
教
員
が
加

わ
っ
て
、
職
場
は
ベ
テ
ラ
ン

か
ら
青
年
層
ま
で
活
気
あ
る

も
の
で
し
た
。
分
会
は
そ
の

翌
年
に
結
成
さ
れ
、
私
も
府

高
教
組
合
員
に
。

こ
の
初
任
校
芥
川
の
時
代

に
青
年
部
の
常
任
委
員
と
な

り
、
次
の
布
施
工
業
・
工
科

は
20
年
も
い
て
、
支
部
役
員

か
ら
本
部
執
行
委
員
も
や
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
続

く
淀
川
工
科
が
最
後
の
学
校

で
、
再
任
含
め
て
11
年
。
退

職
ま
で
本
部
執
行
委
員
で
し

た
。
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【
７
月
】

７
月
24
日
（
月
）
14:

00

シ
ャ
ン
ソ
ン
を
楽
し
む
会

ガ
ッ
ト
ネ
ロ

【
８
月
】

８
月
24
日
（
木
）
12:

30
受
付
開
始

府
高
退
教
囲
碁
大
会

府
教
育
会
館
７
Ｆ
705
号
室

８
月
25
日
（
金
）
13:

30

大
退
教
単
位
退
教
代
表
者
会
議

大
阪
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
９
月
】

９
月
４
日
（
月
）
13:

00

謡
を
楽
し
む
会

茶
臼
山
画
廊

９
月
11
日
（
月
）
14:

00

短
歌
を
楽
し
む
会

ガ
ッ
ト
ネ
ロ

９
月
15
日
（
金
）
12:

40

上
六
憲
法
宣
伝

９
月
15
日
（
金
）
14:

00

第
338
回
府
高
退
教
幹
事
会

山岸 稔（桜塚定）

新
幹
事
紹
介

訂
正
と
お
詫
び

先
月
号
掲
載
の
長
野
邦

子
さ
ん
（
南
寝
屋
川
）
の

文
章
で
「
今
年
９
月
で
卒

寿
で
す
」
と
あ
り
ま
す
が
、

正
し
く
は
「
卒
寿
」
で
は

な
く
「
八
十
」
の
誤
り
で

し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正

し
ま
す
。

反
戦
川
柳
詩
人
「
鶴
彬
の

生
誕
地
を
訪
ね
て
」

伊
藤
締
一
（
高
石
）

７
月
６
日
、
７
日
コ
ロ
ナ
で
中
止

さ
れ
て
い
た
府
高
退
教
の
研
修
旅
行

が
22
名
の
参
加
で
３
年
振
り
に
行
わ

れ
ま
し
た
。
目
的
は
小
林
多
喜
二
と

同
様
に
官
憲
に
よ
り
殺
さ
れ
た
反
戦

川
柳
詩
人
「
鶴
彬
」
の
生
誕
地
（
石

川
県
か
ほ
く
市
高
松
）
を
訪
ね
、
彼

の
生
き
様
、
魂
を
知
る
こ
と
に
あ
り

ま
し
た
。

僕
自
身
の
健
康
上
バ
ス
旅
行
に
不

安
は
あ
り
ま
し
た
が
、
澤
地
・
佐
高

著
「
戦
争
文
学
を
読
む
」
と
い
う
本

で
鶴
彬
の
事
は
少
し
か
じ
っ
て
い
ま

し
た
の
で
思
い
き
っ
て
夫
婦
で
参
加

し
ま
し
た
。
天
気
は
梅
雨
な
の
で
心

配
で
し
た
が
、
運
よ
く
北
陸
地
方
は

雨
が
降
ら
ず
に
助
か
り
ま
し
た
。

名
神
か
ら
北
陸
道
を
通
り
金
沢
の

兼
六
園
で
昼
食
を
摂
り
、
そ
の
後
園

内
を
散
策
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
の
後

で
園
内
に
は
外
国
人
観
光
客
が
大
勢

い
ま
し
た
。
宿
舎
に
向
か
う
途
中
、

金
沢
卯
辰
山
公
園
に
あ
る
句
碑
「
暁

を
抱
い
て
闇
に
ゐ
る
蕾
」
を
訪
ね
ま

し
た
。
そ
の
句
か
ら
海
底
火
山
か
ら

出
る
熱
水
の
よ
う
な
筆
者
の
魂
が
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。

宿
舎
は
千
里
ヶ
浜
と
い
う
、
き
れ

い
な
砂
浜
の
近
く
の
国
民
休
暇
村
に

あ
り
ま
し
た
。
夕
食
は
地
元
で
取
れ

た
あ
さ
り
等
美
味
し
い
海
鮮
料
理
で

し
た
。
お
腹
が
ふ
く
れ
た
後
和
気
あ

い
あ
い
の
自
己
紹
介
が
行
わ
れ
ま
し

た
。翌

日
は
句
碑
「
胎
内
の
動
き
知
る

こ
ろ
骨
（
コ
ツ
）
が
つ
き
」
が
あ
り
、

我
が
故
郷
の
岐
阜
の
先
輩
神
山
征
二

郎
監
督
の
映
画
「
鶴
彬
こ
こ
ろ
の
軌

跡
」
の
製
作
宿
舎
で
、
自
民
党
の

「
野
中
広
務
氏
」
な
ど
多
様
な
人
の

色
紙
が
あ
り
、
住
職
が
「
鶴
彬
を
顕

彰
す
る
会
」
の
事
務
局
を
さ
れ
て
い

る
真
宗
の
浄
専
寺
で
会
員
の
方
か
ら

話
し
を
聞
き
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
「
鶴
彬
資
料
室
」
「
高

松
歴
史
公
園
」
（
句
碑
「
か
れ
芝
よ

団
結
し
て
春
を
待
つ
」
）
生
家
跡
、

千
里
ヶ
浜
、
内
灘
町
「
歴
史
民
俗
資

料
館
」
を
訪
れ
、
金
沢
市
内
で
昼
食

の
後
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

し
か
し
戦
争
に
向
か
う
時
流
に
川

柳
を
武
器
に
立
ち
向
か
い
、
真
っ
直

ぐ
に
生
き
た
鶴
彬
の
心
の
叫
び
を
強

く
感
じ
た
旅
行
で
し
た
。

プライバシー守れない

健康保険証廃止

金沢 兼六園にて

「枯れ草よ！団結して春を待つ」句碑の前にて


